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１.事業概要

　１）事業者名及び代表者名
　　　　　　柴坂建設株式会社
　　　　　　代表取締役社長　　柴坂秀次

　２）所在地
　　　　　本社・資材置場①　〒889-1302　宮崎県 児湯郡 川南町大字平田1670-7
　　　　　　　　  資材置場②　〒889-1302　宮崎県 児湯郡 川南町大字平田1670-8

　３）環境管理責任者
　　　　　　EA21責任者 ：　(正)柴坂 省悟　　(副)山岡 千穂美 

　４）連絡先
　　　　　  TEL ：0983-27-0109　　　　　FAX ：0983-27-1249
　　　　　　　E-mail ：sbskk＠mnet.ne.jp

　５）事業内容
      　建設業　（土木工事業、建築工事業、大工工事業、左官工事業、とび・土工工事業、石工事業、

   　 　　　　　　　屋根工事業、タイル・れんが・ブロック工事業、鋼構造物工事業、鉄筋工事業、

    　　　　　　　　舗装工事業、しゆんせつ工事業、板金工事業、ガラス工事業、塗装工事業、防水工事業、

　    　　　　　　　内装仕上工事業、熱絶縁工事業、建具工事業、水道施設工事業、管工事業、解体工事業）

　６）対象範囲(全組織・全活動)
組織　；　本社・資材置場①、資材置場②

活動　：　建設業（土木工事業、建築工事業、大工工事業、左官工事業、とび・土工工事業、

　　　　　　　　　　　　石工事業、屋根工事業、タイル・れんが・ブロック工事業、鋼構造物工事業、

　　　　　　　　　　　　鉄筋工事業、舗装工事業、板金工事業、ガラス工事業、塗装工事業、管工事業、

　　　　　　　　　　　　防水工事業、内装仕上工事業、熱絶縁工事業、建具工事業、解体工事業）

　７）事業規模

単位 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
件 311 201 230 210 230 146
人 20 21 19 20 22 20

m2 595 595 595 595 595 595

m2 600 600 600 600 600 600

　８）推進組織図

代表者

EA21責任者

建築部 総務部/事務局土木部

活動規模
工事等の件数

従業員

事務所床面積

資機材置場面積

(３)



   柴坂建設株式会社は、建設工事が与える環境負荷を把握し、

 　より良い自然環境を次世代へと残す為に環境保全に努め、

   地域・社会に貢献できる企業を目指します。

１. 我社は建設事業が与えた環境負荷を把握し、その削減に向けて環境経営システム

    を構築し、削減目標及び活動計画を定め、継続的な改善に努めます。 

２．以下の事項を重点項目と定め、優先的に取組みます。

３.   関連する環境法規制を遵守するとともに、行政機関・団体・地域等の要請に
    協力します。

４.   新技術活用や創意工夫で安全且つ効率的施行、及び環境に優しい施行に

　　努めます。

５.   環境保全のためのボランティア活動への積極参加や、地域での社会貢献活動に

     努めます。

 　　   環境方針は全従業員へ周知徹底して、環境に対する意識の向上に努めます。

 　　   

 　　  　　  制定； 2019年 3月14日　　

 　　　  　  改定； 2020年 4月　1日　　

　　　　 柴坂建設株式会社

　    　　　 　　            代表取締役社長　柴坂 秀次

環境方針

　　① エネルギー使用量の節減による二酸化炭素排出量の削減

　　② 事業活動から排出される廃棄物の削減・リサイクルの推進

　　③ 節水活動による水使用量の抑制



３．環境目標
　　　過去2年間の実績平均値を新基準値として、第二次3ヶ年中期目標を設定しました。

年　　度　　別　　環    境    目    標

基準値
(2019年4月～

2021年3月実績)

　2022年度
(2022年4月～
2023年3月)

　2023年度
(2023年4月～
2024年3月）

　2024年度
(2024年4月～
2025年3月)

全体 52,919 52,655 52,390 52,125

基準比0.5％削減 基準比1.0％削減 基準比1.5％削減

事務所 8,866 8,821 8,777 8,733

基準比0.5％削減 基準比1.0％削減 基準比1.5％削減

事務所 4,359 4,337 4,315 4,293

現場 5,922 5,892 5,862 5,833

全社 10,281 10,229 10,177 10,126

基準比0.5％削減 基準比1.0％削減 基準比1.5％削減

現場 9,618 9,569 9,521 9,473

基準比0.5％削減 基準比1.0％削減 基準比1.5％削減

全社 86.8 86.4 85.9 85.5

現場 95.6

基準比0.5％削減 基準比1.0％削減 基準比1.5％削減

事務所 56.0 55.7 55.4 55.2

現場 現場環境配慮

＊建設副産物の再資源化率は（再資源化量＋熱回収）÷総排出量×１００

＊自らが施工する製品・サービスの目標は、「環境配慮型建設機械/資材の積極的な利用」など、

　　当該環境活動計画を順守することを目標とします。

４．環境目標の実績 　　　2022年4月～2023年3月の目標と実績は以下の通りです。

実施区 目標値 実績 達成率 評価

全社 52,655 50,107 105.1% 〇

事務所 8,821 9,899 89.1% ×

事務所 4,337 3,991 108.7% 〇

現場 5,892 6,176 95.4% ×

全社 10,229 10,167 100.6% 〇

現場 9,569 8,437 113.4% 〇

全社 86.4 24.0 360.0% 〇

現場 95％以上
95.9%

(938.1t/978t)
100.9% 〇

事務所 55.7 36.0 154.8% 〇

現場 活動計画の遵守 活動計画の遵守 ― 〇

＊電力の二酸化炭素排出係数は、令和4年環境省公表の九州電力調整後排出係数0.480を使用しています。
＊現場の電気消費量や事務所の灯油使用量による二酸化炭素排出量を含む総排出量は50,107ｋｇ-CO2です。

②ガソリン使用量の削減
       　（Ｌ）

③軽油使用量の削減　(Ｌ）

２
廃
棄
物
の

削
減

①.　一般廃棄物の削減
              (kg)

②．建設副産物の
　　再資源化率向上(％)

３．水資源使用量の削減 （㎥）

再資源化量÷総排出量＝95％以上

「環境配慮型建設機械/資材の積極的な利用」
など、活動計画の実施状況を目標とします。

実施区

１.二酸化炭素排出量(kg-CO
2
)

①電気使用量の削減
　　     （kWh）

②ガソリン使用量の削減
  　　　     （Ｌ）

③軽油使用量の削減
   　　　　  （Ｌ）

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

取組み項目
（目標項目）（単位）

４．自らが施工する製品サービス

４．自らが施工する製品・
　　　サービス

３.　水資源使用量の削減（㎥)

取組み項目

②建設副産物の再資源化率

廃
棄
物
の

削
減

①一般廃棄物の削減 （ｋｇ）

二酸化炭素排出量(kg-CO2)

エ
ネ
ル
ギ
ー

削
減

①電気使用量の削減（㎾h）
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５．環境活動計画と取組結果及びその評価

取組項目 活動内容 取組状況 評価

①不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底 ○

②空調温度管理（設定温度遵守） ○

③エアコンフィルターを定期的に清掃する ○

①エコドライブの徹底
　　(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ、急加速等の禁止)

○

②段取を良くして忘れ物などをなくし、
　　折り返し運行をなくす

○

③現場への相乗りを推進する △

①エコドライブの徹底 ○

②重機などは出来るだけフルパワー操作を
　　しない(アクセル7割運動等)

○

③創意工夫で工期短縮を図る ○

①廃棄物の分別計量と記録 ○

②コピー用紙などの節減 ○

③資材梱包材の業者持帰り依頼 ○

①建設資材発注時は材庫の確認を行い、
　　残余資材の発生を抑制する

〇

②建設残余資材が発生したら持帰り分別して
　　保管する(再利用の推進)

〇

③現場の混合廃棄物はできるだけ分別して
　　リサイクルする

〇

④廃棄物の処理はリサイクル業者へ依頼する 〇

①定期的な漏水点検 ○

②洗車時は蛇口をこまめな開閉する ○

①環境配慮型建設機械などの使用促進 ○

②再生資材や4ｽﾀｰ製品など、環境配慮型
　　資材の積極的な利用推進

○

③騒音、振動、粉塵等の予防処置をして施工す
る

○

①事務所周辺の清掃活動 ○

②現場周辺の清掃活動 ○

③地域ボランティア活動への参加 ○

3ヶ月毎に漏水点検を実施している。今期は
解体工事現場などの粉塵対策の散水も少な
く、154.8%の目標達成となった。

・環境保全の
　取組推進

定期的な運動公園の清掃活動を全社員で
実施した。又、地区建設業協会の要望により
近くの海浜公園の清掃活動等を実施した。
又、事務所・現場周辺の清掃活動は常に実
施している。

・水資源使用
　量の削減

建設機械は、超低騒音発電機や、排ガス規
制対策の重機等を使用している。又、住宅
建材は４ｽﾀｰ製品などの環境配慮製品を積

極的に使用している。

・自らが施工す
る製品・ｻｰﾋﾞｽ

･電気使用量
　の削減

不要・不在個所の消灯等を徹底して実施
し、夏場のｴｱｺﾝ使用も極力抑えたが、熱中
症やｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の為、又冬場の暖
房等でｴｱｺﾝ使用が多くなり、89.1%の目標
未達成となった。今後も、ｴｱｺﾝ温度管理等
で節電を図ります。

･ガソリン使用
　量の削減

事務所は省エネ型車輛への買い替えなどで
目標を達成したが、現場は遠方現場があっ
た事や、ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止の観点から、相
乗りを控えた事などで95.4%の目標未達成と
なった。但し、ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞや折り返し運転の撲
滅等は周知されている。

今年度は畑地整備や解体工事等で重機作
業が多かった事で、軽油の消費量は第二四
半期迄目標を大幅に超えていたが第3・4四
半期には重機作業が終了して、年間では目
標達成となった。今後も、重機のﾌﾙﾊﾟﾜｰ抑
制等で省エネを推進します。

・建設副産物の
再資源化率向
上

解体工事などで石膏ﾎﾞｰﾄﾞや廃プラ類が多く
発生したが、土木工事のｺﾝｸﾘｰﾄ塊やAs・Co
塊が多かった事と、廃プラの約80%が再資源
となった為、全体の再資源化率は95.9%と目
標を達成できた。今後も、現場発生の混合
廃棄物(廃プラ)の分別廃棄が課題である。

・一般廃棄物
　の削減

･軽油使用量
　の削減

ｺﾋﾟｰは裏紙使用や両面・集約ｺﾋﾟｰ等で用紙
使用量を減らした事と、梱包材やﾄﾅｰｶｰﾄﾘｯ
ｼﾞ等の業者持帰りを徹底した。更に、資源物
の分別を徹底して、単純焼却にされる最終
処分量は24kgとなり、全排出量の54.5%迄
減った。
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６．次年度の目標と活動計画

取組項目・目標 活動内容

二酸化炭素排出量
52,390kg-CO2

省エネ・省資源活動の推進

①不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底

②空調温度管理（夏28℃程度、冬22℃程度)

③ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰを定期的に清掃する

①ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの徹底(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ、急加速等の禁止)

②段取を良くして忘れ物などをなくし、折り返し運行をなくす

③現場への相乗りを推進する

①エコドライブの徹底

②重機などは出来るだけﾌﾙﾊﾟﾜｰ操作をしない（アクセル７割運動等）

③創意工夫で工期短縮を図る

④効率の良い配車（相乗り、配車ｽｹｼﾞｭｰﾙ）

①廃棄物の分別計量と記録

②コピー用紙などの節減

③資材梱包材の業者持帰り依頼

①建設資材発注時は在庫の確認を行い、残余資材の発生を抑制する

②建設残余資材が発生したら持帰り分別して保管する(再利用の推進)

③現場の混合廃棄物はできるだけ分別してﾘｻｲｸﾙする

④廃棄物の処理はできるだけリサイクル業者へ依頼する

①定期的な漏水点検

②洗車時は蛇口をこまめな開閉する

①環境配慮型建設機械の使用促進

②再生資材や5ｽﾀｰ製品など、環境配慮型資材の積極的な利用推進

＊活動内容の徹底の為、活動計画は前年度の内容を継続すしますが、事業や社会情勢の変化、

　　及び他に効果的な活動等があった場合は適時に見直します。

・自らが施工する製品･ｻｰﾋﾞｽ
　（環境活動計画の順守)

・水資源使用量の削減
　　　55.4㎥（事務所)

･電気使用量の削減
        8,777 kWh（事務所)

･ガソリン使用量の削減
　　　4,315 L（事務所）
　　   5,862 L（現場）

･軽油使用量の削減
　　　9,521 L（現場)

・一般廃棄物最終処分量
　の削減
      85.9 kg（全社）

・建設副産物の
　　　再資源化率向上
　　　９５％以上

(7)



７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び
　　評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
　　　 当社の事業に関係する環境関連法規は、担当者がWebや協会情報などで確認しています。

　　　 尚、関連法規制の遵守状況確認を実施した結果、違反はありませんでした。

　　   また、関係当局からの指摘や地域住民からの訴訟などは過去から一度もありません。

        建設現場での遵守状況は、安全パトロールや安全会議時などで確認しています。

当社の事業に関する主な環境関連法規と遵守状況は以下の通りです。

主な法規名 評価

順守

順守

順守

順守

非該当

順守

非該当

順守

順守

順守

順守

非該当

非該当

非該当

非該当

非該当

非該当

非該当

８．代表による全体評価と見直しの結果
　　　エコアクション21の取組を再び始めて３年が経過しましたが、ｴﾈﾙｷﾞｰの使用量は当初の

　　　予想通リ、工事の件数や内容に大きく左右されて、私たちの活動の成果が数値実績として。　　

　　　現れない事が多々あります。

　　　ただ、省エネ活動を実施していなかったら、この結果より多くのｴﾈﾙｷﾞｰの消費となり、

　　　二酸化炭素の排出量が増加して、地球温暖化に加担した事になると考えますと、

　　　省エネ活動の重要さを改めて感じています。 　　　

　　　これからも、この環境活動は持続可能な社会の形成に大いに貢献できる活動と位置付け、

　　　全社員一丸となって取り組んで行く所存です。

産廃を保管する際は保管基準の順守・掲示板の設置

順守事項

委託先の許可期限を確認する　・委託処理等の契約を締結する

契約書を契約終了後5年間保存する

マニフェストの回収・A票照合と確認・5年間保管

産業廃棄物管理票交付状況等報告（6月末迄）

年間1000ﾄﾝ以上の場合は多量排出事業者報告

知事へ7日前までに届け出

作業敷地境界にて85デシベル以下

知事へ7日前までに届け出

水銀使用廃棄物は、破砕禁止、他の物と区分・委託基準を順守

発生を抑制する施工方法、資材を選択する

再利用、再生利用、再資源化の努力をする

再資源利用計画書・実施書を作成する

3ヶ月毎に簡易点検をして、記録を保管する。

作業敷地境界にて75デシベル以下

特定工事に該当するか否かを調査し、発注者に書面で説明

産業廃棄物
処理法

建設ﾘｻｲｸﾙ法

ﾌﾛﾝ排出
抑制法

騒音規制法

振動規制法

大気汚染
防止法 調査結果記録の保管。掲示板の設置、掲示の事項。

機器廃棄の際は、ﾌﾛﾝ回収依頼･委託書を保管する。
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